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＜連絡事項＞

· 本日16：00～清川　厚子様とリハビリテーション室・高田、デイケアスタッフ・摩尼、村上で面談を行い、今後の本人様のデイケア利用の意志確認を行っていく。主治医へも高田から、デイケア利用の方向性についての確認を行う。

· 3/24（木）院内研修会「薬の基礎知識及び生活指導の中での服薬管理指導について学ぶ」

17：30～18：30まで千葉記念講堂にて開催予定である。

· デイケアルームに置いてある「利用者様欠席記入表」をデイケアスタッフルームに置く事とする。利用者様へ、欠席日記入後にスタッフへ一声かけて頂くように伝えていく。

· デイケア・デイナイトケア・ナイトケアともに金曜日に個人記録の確認を行う事とする。担当（責任者）は＜デイケア・下舘＞＜デイナイトケア・石亀、村上＞＜ナイトケア・木村＞とする。日誌、動静の確認も合わせて行っていく。

また現在個人記録の書式検討中であり、今後個人目標に合わせた個人記録を行っていく。

＜外来より情報提供＞

· 鈴木　恵美子様～特に変わりはなく、「昨日レクダンスを10曲踊った。母が入院しているため家の　　　　　　　

事を手伝おうと思う。」と話されている。

· 中居　松男　様～眠気があることと天童よしみのコンサートに行くことを話されている。

· 晴山　美智子様～「食事はカレーライスだと食べ過ぎてしまうことがあるが、他は油分が無い物を食べるようにしている。」と話される。主治医より体重の話になるとゴモゴモと小さな声で話し、ハッキリ答えようしない。

· 山田　健次　様～「風邪も治り、食欲も睡眠も良く取れている。」と話される。足の不調の訴えは

　　　　　　　　　　聞かれていない。

· 長瀬　紘一郎様～夕食後に血圧が多少高くなることがあるが、それ以外は安定している。「食事が詰まらなくなった。」と話され主治医より、よく噛んで食べるように指導されている。

· 中居　美津子様～先週眠剤減薬されたが、本日も眠気の訴え続いている。主治医からさらに眠剤を　　　減らすか尋ねられると、「様子を見てみます。」と話されている。

· 平　　　康子様～「体調は良いがストレスがたまる」と話される。主治医のどのような時に？という質問に対し、「どうしていいか分からない時に溜まる。」と答えられている。

· 鹿原　　博夫様～顔面の皮膚の状態改善しているため、本日はデルモゾール処方されていない。

＜デイケア利用者様事例検討＞

· 清水　泰雅　様～眼鏡をかけたことでデイケアで漫画本を読まれている事があり「見えるので読める本が増えた。」と話されている。今後、漢字の書き取りや、計算なども勧めていく。

· 田名部　一樹様～本人様より下痢の訴えあり、最近プログラム中もトイレに行かれる事が多く見られる。本人様へ下痢の時はプログラム中でも我慢せずにスタッフへ断ってトイレへ行ってよいことを伝えていく。

· 平　　康子　様～現在万歩計を利用した1日5000歩という目標を達成できていない。そのため今後デイケアでの運動の強化を図っていく。本人様と話し合い、エアウォーカーの定期的な運動を検討していく。

· 中居　松男　様～女性スタッフを、映画へ誘い断わられると不機嫌となることがある。本人様より不満が出た場合は、他スタッフからも私用でのお付き合いは出来ないことを伝えていく。

· 田澤　勝敏　様～料理教室の際、前日のレシピ作成では「米研ぎは青山荘でやっているからできます。」と話されるが、当日になると「どうすればいいんですか？」と話される。また炊飯器の前に立ち何度も開けようとされ、他メンバー様から開けないように説明されている。

青山荘からの情報でも、他の人の話を聞いていないこと、理解できていないことが目立っているので、今後一つ一つのことを丁寧に説明していくこととする。

添付資料　

＜青山荘定例会議＞

· 田名部　一樹様～先週スタッフ面談にて生活リズムについて話し合い、9:30までにデイケアへ通所することとする。現在9:00前に通所しており、理由として「朝青山荘にいると二度寝してしまう。9:30までに来ないとまた面談しなければならないし、怒られるから。」と話されている。今現在通所時間が早まった事による疲れは無いとのこと。

今後青山荘で4月以降に職場訓練を考えており、次回の外来で主治医へ相談予定である。

· 清水　泰雅　様～先週眼科受診し眼鏡を購入される。今年で青山荘利用２年となり、本人様、ご家族様よりパソコンを学びたいという話がある。スタッフの方で本人様へ勧めているが取り組めていないのが現状である。自治会では会計係をしっかりと勤めることができている。今後本人様の興味を広げていく為に青山荘スタッフ、デイケアスタッフで連携を取り合い検討していく。

· 関口　禅　　様～薬について不安の訴えあり、理由として「日赤病院の薬の説明が分からない。」と話される。青山荘スタッフが薬について再度説明をすると本人様納得されている。

3/29（火）胃の検査予定、結果がでるのは4月である。青山荘スタッフより御家族様へ病院受診の付き添いを依頼することとしている。

· 田澤　勝敏　様～「青山荘、デイケアにも慣れてきた。」と話されている。青山荘で他の人の話を聞いていないこと、内容が理解出来ていないことが目立っている。

4月にむつ市に精神障害者の施設が開設予定のため青山荘スタッフ見学予定である。

· 袴田　淑子　様～薬のセットを時折忘れる事があるが、食後に薬を持って来る事はできている。青山荘での居室が1階から2階へと変更になり、移動のための荷物整理は自分で行なう事ができているが、移動時の清掃はスタッフ介入要している。また周囲の人を気にする事ができず、自室でラジオを大きくかけている事がある。スタッフが注意し、本人様と実際に部屋の外でラジオの音を聞くと、「こんなに聞こえていたんだ。」と話され納得されている。

毎週自宅へ帰宅すると姉のストレスが溜まるため、今週は青山荘で過ごすこととする。スタッフが土日に喫茶店へ誘うと「7000円しかないから行けない」と話し、十分足りる事を伝えると、本人様喫茶店へ行くことを楽しみにしている。

· 番沢　政勝　様～過度な残食は見られない。料理教室では、田澤様、関口様に対して指示的口調となる事が見られる。理由として「波長が合わないから」と話される。スタッフより相手の良い所を見るように提案すると納得されている。

母様から本人様へ彼岸についての電話があり、電話を切った後「やっぱり何を話しているか分からない。」と話されている。

· 大久保　康弘様～「今週眠れない日が1日あったが大丈夫です。」と話されている。３月は小遣いを２万円でやりくりする事ができているが、足りない場合は兄を当てにするという発言が多く聞かれている。自主活動に向け気分の高揚見られている。

· 平　　康子　様～先週からスタッフが居室の清掃指導を行なっている。保証人が小渡氏から五戸の柳澤氏へ移行となっている。柳澤氏はアパートの保証人になるのはいいがもう少し待って欲しいと話されているため、６月の退所は難しいが、本人様へは伝えず６月の退所に向けて取り組んでいく。

· 中居　松男　様～3/20の自主活動へ向けて気分の高揚が見られ、当日使う肉や野菜を今から購入している。

· 巴　　勇樹　様～デイケアへの通所時間は早くなっているが、寝ている事が多くなっている。

· 関　　秀治　様～「調理教室等で、他の人の話を理解できないことが辛い。」と話されている。　　　また1ヵ月前に眼球上転しそうになったとのこと。

本人様今後について、「青山退所後はうみねこ幸房を利用して、グループホームへ入りたい。」と話されている。スタッフより来週末までもう一度ゆっくりと考える事を勧めると、本人様納得されている。




















































